
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｅコミマップ 
初期設定手順書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ver. 2.4.0 

 

2014/10/03 

 

国立研究開発法人 防災科学技術研究所 

 

 



 

 

 

 

 

1 

目次 

1. eコミマップサーバにログイン ....................................................................................................... 2 

2. eコミマップ管理画面を表示 .......................................................................................................... 3 

3. サーバの共通設定 ............................................................................................................................ 4 

3.1. Googleマップ利用設定 ............................................................................................................... 4 

3.2. 初期属性の設定 ............................................................................................................................ 4 

3.3. 携帯電話投稿用メールサーバ設定 ............................................................................................... 4 

4. サイトの追加 ................................................................................................................................... 5 

5. サイトの設定 ................................................................................................................................... 6 

5.1. サイトオプション設定 ................................................................................................................. 6 

6. デフォルト項目の設定 .................................................................................................................... 9 

6.1. デフォルト項目の追加 ................................................................................................................. 9 

6.2. デフォルト項目の設定 ............................................................................................................... 10 

6.3. 基本地図項目の設定 .................................................................................................................. 10 

6.3.1. 標準 WMS .................................................................. 11 

6.3.2. GeoWebCache ............................................................... 11 

6.3.3. OpenStreetMap ............................................................. 12 

6.3.4. Googleマップ .............................................................. 12 

7. マップの作成 ................................................................................................................................. 13 

7.1. マップの作成 ............................................................................................................................. 13 

7.2. マップに主題図と基本地図を追加 ............................................................................................. 14 

8. eコミグループウェアとの連携設定 ............................................................................................. 16 

8.1. eコミグループウェアログイン ................................................................................................. 16 

8.2. パーツの追加 ............................................................................................................................. 16 

8.3. eコミマップ初期設定 （初回のみ） ........................................................................................ 17 

8.4. eコミマップ初期設定 ................................................................................................................ 17 

8.5. eコミマップグループ連携設定 ................................................................................................. 18 

8.6. eコミマップグループ連携設定 ................................................................................................. 19 

 



 

 

 

 

 

2 

 

1. e コミマップサーバにログイン 

 

e コミマップサーバの URLのページを Web ブラウザで表示します。 

http://サーバ名/map/ 

 

ユーザ ID とパスワードを入力して「システム管理者」権限でログインします。 
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2. e コミマップ管理画面を表示 

 

ログイン後表示される画面の右側メニューの「eコミマップ管理画面へ」のリンクから管理画面を表示しま

す。 

 

 

e コミマップの管理画面の「マップ」ページが表示されます。 

 

このリンクから e コミマッ

プ管理画面を表示します 

このメニューから管理画面

の各ページを表示します 
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3. サーバの共通設定 

管理画面のメニューから、「サーバ設定」を選択し、「サーバ設定」ページを表示します。 

  

3.1. Google マップ利用設定 

e コミマップで Google マップを利用する場合に選択してください。 

チェックを外すと Google マップレイヤの利用と住所検索が利用できなくなります。 

 

3.2. 初期属性の設定 

項目新規追加時に自動で設定される属性を JSON形式で指定します。 

インストール後は名称属性が設定された状態になっています。 

選択属性は、カンマ区切りの文字列で設定します。（選択文字列にカンマ利用不可） 

初期属性の自動設定が不要な場合は空欄にしてください。 

 

3.3. 携帯電話投稿用メールサーバ設定 

携帯電話で画像を登録する時に利用するメールサーバを設定します。 

「利用する」のチェックを入れてから登録してください。 

pop3 でのメール取得が可能なサーバを設定してください。 

Googleマップを利用する

場合に選択します 

初期属性を設定します 

携帯電話投稿用メール

サーバを設定します 

システム言語を選択します 
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4. サイトの追加 

 

インストール時に作成されたサイト以外のサイトを追加する場合は、「サイト管理」ページからサイトを追

加してください。 

サイト名、連携する e コミグループウェアのトップページの URL、サイト範囲を設定して「サイトを追加」ボ

タンを押すことで新規にサイトを作成できます。 

通常は、e コミグループウェアのサイトに対して e コミマップのサイトを対応させて利用します。 

 

e コミグループウェアとの連携動作をする場合は、必ずサイト URL を設定してください。 

連携する e コミグループウェア側でも、e コミマップパーツの管理画面から e コミマップサーバの URL と

追加したサイトの ID（一覧左に表示）を設定する必要があります。 

 

 

 

 

追加するサイト名を入力します 

連携する e コミ GWの URL

を設定します 

サイトの範囲を地図または

緯度経度で設定します 

サイトを追加します 

サイトの言語を設定します 
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5. サイトの設定 

 

「設定」メニューまたは、「サイト管理」の一覧の「設定」からサイト設定ページ表示します。 

 

5.1. サイトオプション設定 

サイトで利用している外部サービスの設定と、サイト内の地図投影の設定を行います。 

 

防災科学技術研究所が公開している災害リスク情報クリアリングハウスへの連携が可能です。クリアリ

ングハウスが利用可能な場合は、「クリアリングハウスサーバ URL」にクリアリングハウスサーバの API の

URL を設定することで、クリアリングハウスを利用した地図の検索と追加が可能になります。URLについて

は災害リスク情報クリアリングハウスのドキュメントをご覧ください。 

 

サイトで利用する広域図を変更する場合は、「広域地図WMSサーバ URL」に WMSサーバのGetMap

用の URL を設定します。 

 

例：基盤地図 25000 を利用する場合 

http://www.finds.jp/ws/kiban25000wms.cgi?BGCOLOR=FFFFFF&&SERVICE=WMS&VERSION=1.1.1&R

EQUEST=GetMap&LAYERS=JpSmplBdr,PrefSmplBdr,AdmAreaBdr&FORMAT=image%2Fpng&STYLES=& 

 

Googleマップ、OpenStreetMaｐ、地理院タイルを背景図に利用する場合は、必ず「サイト内地図投影法」

に「メルカトル図法(EPSG:900913)」を設定してください。 
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GoogleマップやOpenStreetMapを

背景地図に利用する場合は、 

「メルカトル図法(EPSG:900913)」 

を選択して下さい 

レイヤ作成時の初期属性

を指定します 

広域地図の WMS サーバを別途

指定する場合 URL を設定します 

サイト言語を設定します 
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通常の利用では設定の必要

はありません。 

変更しないでください 

クリアリングハウスが利用可能な場

合に URL を設定します 

クリアリングハウスに登録を行う場

合の問い合わせ先を事前に設定

できます 
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6. デフォルト項目の設定 

 

基本的な地図をデフォルト項目として登録しておくことで、地図の初期設定時に利用することができま

す。 

 

6.1. デフォルト項目の追加 

デフォルト項目として登録する項目の種類を選択し、項目を新規追加することができます。 

クリアリングハウスが利用可能な場合は「クリアリングハウスで地図を検索」で、キーワード等で検索し

た地図を項目として追加できます。 

地図サーバから配信されている WMSCapabilities が取得できる場合は「クリアリングハウスで地図を検

索」のキーワード欄に入力することで、WMS を項目として追加できます。 

WMS 情報を設定することでも項目を追加できます。 

※インストール時に、地理院タイル、Googleマップ、OpenStreetMap、基盤地図情報25000は自動でレイ

ヤが追加されます。 

 

 

 

デフォルト項目に追加する項目の種類を選択します 

クリアリングハウスの検索キーワード、また

は WMSCapabilitiesの URLを入力し、地図

を検索します 
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6.2. デフォルト項目の設定 

インストール時に、地理院地図、OpenStreetMap、Googleマップ、基盤地図情報25000がデフォルト項目

の基本地図に設定されます。 

その他の地図を設定する場合は、デフォルト項目から項目を追加してください。 

 

 

6.3. 基本地図項目の設定 

 

基本地図追加後に地図の種類を選択して、必要な情報を入力します。 

 

 

 

WMS情報を設定して項目を追

加します 

デフォルト項目に追加する基本地図の名称を入力して

項目を追加します。 

追加後の画面で地図の種類を選択します。 

WMS情報を設定して項目を追

加します 

新規追加した地図の種類を

選択します 
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6.3.1. 標準 WMS 

WMS地図サーバを利用する場合に選択します。 

サーバの URL、LAYERS パラメータ、画像フォーマットを設定することで地図画像の取得が可能です。 

 

基本地図として利用可能な地図（WMS）のサンプル設定パラメータは以下になります。 

 

・ 基盤地図情報 25000 

配信サイト URL: http://www.finds.jp/wsdocs/kibanwms/ 

設定値： 

項目名称 基盤地図情報 25000 

初期表示状態 表示する 

透明度 1.0 

地図の種類 標準 WMS 

標準縮尺 0 

表示可能縮尺 0 

LAYERS JpSmplBdr,PrefSmplBdr,AdmAreaBdr,Cntr10,Cntr100,BldA,WL,R

dEdg,RailCL 

WMS URL http://www.finds.jp/ws/kiban25000wms.cgi?BGCOLOR=FFFFFF& 

WMS画像フォーマット image/png24 

データ帰属先 （独）農研機構 近畿中国四国農業研究センター （国土地理院 承認

番号 平 20 業使、第 449 号） 

 

 

6.3.2. GeoWebCache 

地図画像をキャッシュしているサーバを利用する場合に選択します。 

 

基本地図として利用可能なGeoWebCache のサンプル設定パラメータは以下になります。 

 

・ 迅速測図（関東地方のみ） 

配信サイト URL: http://www.niaes.affrc.go.jp/ 

設定値： 

項目名称 迅速測図 

初期表示状態 表示する 

透明度 1.0 

地図の種類 GeoWebCache 

標準縮尺 0 

表示可能縮尺 0 

LAYERS ha:Kanto_Rapid 

WMS URL http://www.finds.jp/ws/hagwc.cgi? 
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WMS画像フォーマット image/png24 

データ帰属先 「歴史的農業環境閲覧システム」（独）農業環境技術研究所 

 

6.3.3. OpenStreetMap 

地図の種類から OpenStreetMap を選択し、レイヤ選択から表示したい地図の種類を選択します。 

その他の項目は自動で設定されるので入力は不要です。 

地図の表示投影法がメルカトル図法の場合のみ利用できます。 

 

 

OpenStreetMap は参加型で作成されたフリーの地図です。地図の詳細は公式サイト（日本語版）をご覧く

ださい（http://openstreetmap.jp/）。また、地図の描画の種類については OpenStreerMap のサイト

（http://wiki.openstreetmap.org/wiki/Rendering）をご覧ください。 

 

6.3.4. Google マップ 

地図の種類から GoogleMap を選択し、レイヤ選択から表示したい Google マップの種類を選択します。 

その他の項目は自動で設定されるので入力は不要です。 

地図の表示投影法がメルカトル図法の場合のみ利用できます。 

Google マップの規約およびガイドライン上、印刷はできません。 

 

 

 

＜注意＞ 

Google マップの地図アクセスが多い場合は、課金の対象になるので、十分に気をつけてください。 

・Google マップ / Earth 利用規約 

http://maps.google.co.jp/help/terms_maps.html 

 

・Google マップおよび Google Earth に関する使用許諾ガイドライン 

http://www.google.co.jp/permissions/geoguidelines.html 

GoogleMap を選択し、地図の

種類を選びます 

OpenStreetMap を選択し、地図の

種類を選ぶことができます。 

http://openstreetmap.jp/
http://wiki.openstreetmap.org/wiki/Rendering
http://maps.google.co.jp/help/terms_maps.html
http://www.google.co.jp/permissions/geoguidelines.html
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7. マップの作成 

 

最初に、基本的なマップを作成します。 

地図画面上で「別名で保存」によって地図の複製を作成することが可能なため、マップのひな形として利用

可能です。 

また、e コミグループウェアの e コミマップパーツで基本マップの IDを設定することで、e コミマップパーツで

マップの新規作成を行うことができます。 

 

7.1. マップの作成 

サイト一覧の「マップ管理画面」リンクで表示されるマップ管理画面で、基本地図を作成します。 

項目がなにも設定されていない地図が作成されます。 

 
基本地図を新規に作成します 

地図作製後「項目一覧」リンク

から項目の設定を行います 
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7.2. マップに主題図と基本地図を追加 

作成したマップに主題図と基本地図を追加します。 

 

管理画面「マップ」内の地図一覧右のリンクから「項目一覧」リンクを選択し、上部から追加する項目の

種類を選択します。 

・ クリアリングハウスが利用可能な場合は「クリアリングハウスで地図を検索」で、検索した地図を主題

図項目や背景地図項目としてマップに追加できます。 

・ WMSCapabilities が取得できる場合は「クリアリングハウスで地図を検索」のキーワード欄に入力する

ことで、主題図項目や背景地図項目としてマップに追加できます。 

・ デフォルト項目が設定されている場合は、「デフォルト項目を追加」から基本的な項目を追加できます。 

※デフォルト項目の設定方法と利用可能な背景地図は、「6.1 デフォルト項目の追加」を参照してくだ

さい。 

・ デフォルト項目がない場合はWMS情報を設定することで項目を追加できます。 

WMS の情報は「6.2 デフォルト項目の」を参照してください。 

 

 

追加する項目の種類を選択します 

クリアリングハウスの検索キーワード、また

は WMSCapabilitiesの URLを入力し、地図

を検索します 
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基本項目場合は追加後に設定を行います。 

 

デフォルト項目として設定されている

地図を項目としてマップに追加します 

主題図項目では相互運用情報を入力して

項目を追加します。 

地図の種類の変更は追加後の項目の設

定で行います。 

基本地図項目の場合は項目追加後に地図の設

定を行います。 
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8. e コミグループウェアとの連携設定 

 

8.1. e コミマップ側の連携設定 

e コミグループウェアとの連携動作をする場合は、必ずサイト URL を設定してください。 

連携する e コミグループウェア側でも、e コミマップパーツの管理画面から e コミマップサーバの URL と

追加したサイトの ID（一覧左に表示）を設定する必要があります。 

 

 

 

8.2. e コミグループウェアログイン 

e コミグループウェアにシステム管理者権限でログインします。 

 

8.3. パーツの追加 

e コミマップパーツがない場合はパーツを追加します。 

・ 「管理設定」→「パーツの管理」→「パーツを追加」画面を表示 

・ パーツの選択 「ecommap」 パーツの名称「e コミマップ」他はそのまま→「設定」 

連携する e コミ GWの URL

を設定します 
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8.4. e コミマップ初期設定 （初回のみ） 

初めて e コミマップパーツを使う場合は、データベースにテーブルを作成する必要があります。 

「管理設定」→「e コミマップ設定」を表示し、「テーブル生成」のリンクが表示されたらリンクを選択してテ

ーブルを作成します。 

 

 

8.5. e コミマップ初期設定 

e コミマップサーバとの連携設定を行います。 

 

項目 説明 

eコミマップ連携サーバURL e コミマップサーバの URL を設定します。 

「http://サーバドメイン/map/」 のように /map/ まで設定してくださ

い。 

e コミマップサイト ID 連携する e コミマップ側のサイト ID を設定します。 

サイト ID は e コミマップ管理画面の「サイト管理」の一覧に表示されま

す。 

グループページと e コミマッ

プのサイト/グループの連

携 

通常は「グループページと e コミマップのグループ間で連携」を選択し

てください。 

e コミマップ管理画面メニュ

ーを表示する権限レベル 

サイト運用に合わせた権限レベルを設定します。 

新規作成マップ設定 (サイ

ト共通設定) 

「マップを作成」で地図を作る際に元となる基本地図の ID を設定しま

す。 

7.1 マップの作成で作成した地図 ID を設定してください。 

 

「テーブル生成」を選

択してデータベースに

テーブルを作成します 
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8.6. e コミマップグループ連携設定 

グループページに e コミマップパーツを配置します。 

パーツメニューの「パーツ設定」を選択します。 

グループ連携設定が必要な場合は、「グループページと e コミマップのユーザ権限連携設定 （グループ

ページ共通）」のリンクのみが表示されるので、リンクを選択してグループ連携設定画面を表示してくださ

い。 

 

 

 

連携するグループを設定します。 

連携したグループにグループページのユーザ権限で、マップの追加や編集ができるようになります。 

新規グループページにパーツを配置した場合は、「＋e コミマップにグループを新規作成」を選択して、

連携するグループを新規に作成してください。 

サイト共通で使う基本地

図の ID を指定 

e コミマップ連携サーバの

URL を設定 

/map/ まで必要です 

e コミマップ側で作成した

サイト ID を設定 

通常はグループ間で連携

するように設定します 

管理画面へのリンクを e

コミマップパーツのメニュ

ーの表示する権限を設定

します 

リンクを選択してグルー

プ連携設定を表示します 
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8.7. e コミマップグループ連携設定 

 

e コミマップパーツでのマップの表示設定を行います。 

マップの一覧を表示する場合は特に変更せずに「更新」ボタンを押してください。 

 

グループページ用の基本地図が

ある場合はその ID を設定します 

連携するグループを設定 

新規グループページにパーツを配置した場

合は、「＋e コミマップにグループを新規作

成」を選択します 

パーツで一度に表示する

マップの件数を設定します 

パーツに表示するマップの

プレビュー画像の幅を設

定します 

パーツ上部にボタン式のメ

ニューを表示するかを設定

します 

パーツに表示するマップの

種類を選択します 

パーツに表示するマップの

プレビュー画像の位置を

設定します 


